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⑶　教育・保育実習は保育者になるための大切な体験です。実習とその事前・事後指導を
通して、子どもの発達上の諸課題や子どもの生活行動を正しく把握して、保育者に必要
な知識、技術、態度を身につけましょう。

⑷　教育・保育に関するイベント、研修会などのボランティア活動へ積極的に参加し、子
ども理解とコミュニケーション能力の向上に努めるとともに、地域社会にも貢献するよ
うにしましょう。

อҭऀʹٻΊΒΕΔ΋の

　多様な保育ニーズに対応できる教養と専門的な知識・技術を持った保育者になるために、
次の点が求められます。よく理解して努力しましょう。
⑴　保育者は子どもをѪする強い信念が必要です。本学の建学の精神「真心こそすべての

すべて」に基づいた੣実さや思いやりを持つようにしましょう。
⑵　子どもに接する保育者にとって、明るく、豊かな人間性は必要不可欠です。子どもの

心にそって物事を考え対応できるようにしましょう。
⑶　ੈの中の新しい動きにも関心を持ち、෯広い知識を身につけ保育やその周辺領域の理

解を深めるため、日ごろから新聞などに親しみましょう。
⑷　コミュニケーション能力の優れた保育者を目指しましょう。保育者は子どもの思いを

大切にしながら、同྅や保護者とも良好な関係作りが必要です。
⑸　子ども自身の事ฑばかりではなく、保護者の要望や地域社会の要請など、現場では様々

な問題や課題が生じます。どのような場面でも、ゆとりを持って対応できる強くてしな
やかな「心」を持った保育者を目指しましょう。

⑹　保育現場は日進月歩でマンネリ化は許されません。常に探求心を持ち、授業などで疑
問に思ったことは積極的に質問したり調べたりしましょう。

⑺　自分の人間力を向上させるため進学も視野に入れましょう。卒業後は、本学福祉学部
への進学も検౼しましょう。

「保育者」
　保育者（ほいくしΌ）とは、ೕ༮児、児ಐの教育・保育に直接かかわっている、保育士・
༮ஓ園教諭・保育教諭の総称として理解され、それぞれを示す言葉ではありません。

Պ໨ཤम生・ڀݚ生・ಛผௌߨ学生

（1）Պ໨ཤम生について

　正規に在学している皆さんに直接関係はありませんが、本学ではさらに学問の門ށを開
くために、学則第54条に明記してあるように科目履修生の制度を設けております。
　これは在学生以外で、本学への入学資格を持っている方が、本学において開講している
授業科目の履修を希望する場合は、本学の教育に支障のない限り、選考のうえ希望科目の
履修を許可する制度です。
　履修期間は、許可された科目の開講期間ですが、履修を終了した場合には履修証明書ま
たは単位取得証明書を授与いたします。
　詳しくは担当教員または教務課におਘねください。

อҭ学Պの教ҭ໨ඪ

　保育学科においては、多様な保育ニーズに対応できる教養と専門的な知識・技術を持っ
た人材を育成することを教育目標としています。

อҭ学Պの学श੒Ռ

　保育学科では前述の通り、「多様な保育ニーズに対応できる教養と専門的な知識・技術
を持った人材育成」を目指しており、皆さんには、༮ஓ園教諭二種໔許状と保育士資格྆
方の取得を奨ྭしています。
　໔許状・資格取得そのものを卒業要件とはしていませんが、学習成果はこれに沿って以
下のように設定しています。
⑴　༮ஓ園、保育所、認定こども園にかかわらず、地域社会や家庭など様々な保育ニーズ

に対応し、実践者として活躍できる保育者となる理論と実践を身につけている
⑵　学内・学外実習とその事前・事後指導を通して、子どもの発達上の諸課題の把握や子

どもの生活行動を正しく把握して、保育者に必要な知識、技術、態度を修得している

อҭ学Պのଔۀೝఆ・学Ґत༩のํ਑ʢディϓϩϚ・ϙϦγʔʣ

　本学は、入学希望者選考の方針に示すように創立者の信念に基づき、さらに教育課程ฤ
成の方針に示すように専門の学芸を教授し、職業又は実際生活に必要な能力を育成すると
ともに、地域社会の向上に寄与できる有為な人材の育成を目指しています。これを౿まえ
て、学則に示された所定の要件を満たした者に本学の卒業を認め、学位を授与します。
　保育学科は、子育てに関する多様な変化と時代എܠに対応した人材の育成を目指す学科
教育に基づき、教養教育科目及び専門教育科目において指定された科目を履修し、定めら
れた単位を修得する事が基本となります。各科目には、科目それぞれに対応する教育目標
として、知識や技能、論理的思考力、文ষ・身体・感性等に関する表現力、課題対処力、
多様性の理解力や対人関係構築力の֫得などが設定され、単位が認定されます。これら個々
の評価を本学が定める(PA基準により総合的な学修経験を通して修学したと学科会議で
認められた者に、学長は教授会の議を経て卒業を認め、「短期大学士（保育学）」の学位を
授与します。

อҭ学Պ学生の౒ྗ໨ඪ

⑴　保育学科では「༮ஓ園教諭二種໔許状」と「保育士資格」が取得できます。平成27年
度施行の「子ども・子育て支援新制度」では、༮保連携型「認定こども園」で従事する
保育教諭に対して༮ஓ園教諭໔許状と保育士資格の྆方が求められています。従って、
卒業時に྆方を取得できるようにしましょう。

⑵　保育者として望まれる諸資質、すなわち明࿕、思慮深さ、思いやり、使命感、責任感、
研究意欲、協調性などを身につけるようにしましょう。
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⑵　人格に優れ、他の模範となる者
⑶　課外活動（学友会、学科学友会、クラブ、クラス活動等）において、よくその職責、

もしくは活動を遂行した者
2．保育学科にあっては、学業成績の平ۉ点が85点以上で、3種以上の全実習においてす

べて90点以上の評価を得た者
3．学生の自主的活動において特に優れた実績をあげた者
4．学外活動において特に優れた実績をあげた者
5．その他学生の模範となるݦ著な行為のあった者

（2）保ҭ学Պ௕৆のत༩

　保育学科では、学業成績が優लかつ人格に優れ、他者の模範となるような学生に対して、
保育学科長賞を授与しています。選考基準は以下の通りで、学科会議で৹議され、保育学
科長が決定します。※平成30年度入学生から基準等が変更される場合があります。
１．次の各号のすべてに該当する者を対象として行う

⑴　学業成績が特に優लな者
原則として成績評定平ۉ点83点以上の者、またはＡ評価が35科目以上でＣ評価がな

い者
⑵　人格に優れ、他の模範となる者
⑶　学外実習において特に優लな評価を得た者

༮ஓ園、保育所、福祉施設の4種実習のうち履修した3種実習以上について、実習
総合評価点80点以上の者

⑷　課外活動（学友会、学科学友会、クラブ、クラス活動等）において、よくその職責、
もしくは活動を遂行した者

2．上記１．に該当する者で、成績評定平ۉ点85点以上の者、またはＡ評価40科目以上を
取得した者、もしくは3種実習以上の全実習において平90ۉ点以上の評価を得た者につ
いては、その他の各号に該当しない場合でも、表জ選考対象者に加える

（3）ઍ༿ه೦৆のत༩

　千葉記念賞とは、学生部長、保育科長等を歴任し、本学の発展に大きなޭ績を残した故
千葉ګ造෭学長（理事）を記念して制定された賞です。
　保育学科では、教育・保育実習において特に優れた評価を得た者、さらに「創作ミュー
ジカル」の発表会において、最優लの演技者として認められた学生等に授与しています。
　選考基準は以下の通りです。
１．音楽演習「ポップスのੈ界」最終発表会で、最優लՎএ者またはグループとして選考

された者
2．「創作ミュージカル」発表会で、最優ल個人賞を受賞した者
3．教育実習・保育実習（保育所・福祉施設）、および保育実習ᶘ・ᶙの4種実習において、

すべての実習で80点以上の評価を得た者

生についてڀݚ（2）

　大学または短期大学を卒業した方、もしくはこれと同等以上の学力があると認められた
方が対象となります。
　本学教員を指導教員として、さらに研究を深めたいと希望する方には、本学の教育に支
障がない限りにおいて、選考のうえ研究生として許可しています。
　研究期間は研究生として許可された年度内が原則ですが、引き続き研究を希望する場合
は、通算2年まで延長することができます。
　詳しくは担当教員または教務課におਘねください。

（3）ಛ別ௌߨ学生について

　本学では、平成11年度に福島大学と単位互換に関する協定をక݁し、特別聴講学生の制
度を始めました。さらに平成16年度からは、アカデミア・コンソーシアムふくしま（旧・
福島県高等教育協議会）加ໍ大学・短期大学間で単位互換の協定が݁ばれ、受講できる授
業科目も拡大されました。
　単位互換とは、本学に在籍する学生が、他大学において開講される科目（単位互換協定
にある科目）を受講し、単位を認定された際に、本学の卒業要件となる単位として認定す
るものです。
　他大学での開講科目等、詳しくは担当教員または教務課におਘねください。

学生のදজ

　保育学科では、学業成績が優लかつ人格に優れ、他者の模範となるような学生に対して、
各種表জを行っています。
　在学中、学業に努力し、授業以外の活動にも積極的に参加し、他者の模範となることは、
並大఍のことではありません。そのような学生は、必ずその成果が学業成績にも、また人
間的な成長にもみられます。本人にとっては社会に出てからのྭみにもなり、自信にもつ
ながることと思います。他者と共に、人間が努力することの尊さを認め合うという点から
も意義あるものと考えています。
　選考の基準は、かなり厳しいものとなっています。例えば、各種学外実習の評価も基準
の大きな要素になっているからです。学内だけではなく、学外実習における評価が含まれ
ることは意味のあることと考えます。毎年数人の学生がその対象者となり、表জできるこ
とは学科のތりです。なお、学内の表জの他に「全国保育士養成協議会会長表জ」があり
ます。

（1）学௕৆のत༩

　学長賞の選考基準は、次に該当する学生を対象として、教授会において৹議され、学長
が決定します。
１．学業成績が特に優良で、人格に優れ、課外活動をよく遂行した者で、保育学科長賞に

い、次の⑴〜⑶のすべてに該当した者׎
⑴　学業成績で成績評定平ۉ点88点以上の者、またはＡ評価が40科目以上でＣ評価がな

い者
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ますが、本学では、明快適切な自己表現によって、より良い人間関係を作り上げていくこ
とを教養教育の基本としています。特に正しい文字言ޠと音声言ޠの修得を基本とした、
豊かな国ޠ力は必要なものとして重視しています。
　本来、国ޠ力を身につけるにはʠより多く読み、より多く聴き、より多く書き、より多
く話すʡことが最良の方法であると言われていますが、これには多くの時間が必要です。
しかし、׽字・成ޠなどの読み書き、意味の理解の基本的なものに限定すれば、ൺֱ的短
期に修得が可能と思われます。話す・書くについても、生活のさまざまな具体的場面にଈ
した実践的方法を身につけることによって、表現力の向上を図ることができます。
　本学では、文ষ並びに会話による表現力の修得を目的とした「国ޠ表現」（4単位）を
必修として開設するとともに、授業の一環として、「国ޠ表現」౷一テストを実施し、国
。力を集中的に身につけることに力を入れていますޠ
　なお、「国ޠ表現」の担当者から、「書写演習」「会話演習」の受講を指定された学生は
必修科目とします。その授業を必ず履修し、単位を取得してください。
ㅢ「書写演習」…悪ච（くせ字など）でڲ正が必要であると判断された学生が受講を指定

されます。
ㅢ「会話演習」…人前で話すことが苦手などで会話力を向上させるために受講を指定され

ます。
※「国ޠ表現」履修方法、౷一テストの内容実施については、̥15からをご覧ください。

情報教育分野
　現代の情報ネットワーク社会を支える̞̩（情報技術）活用に不可欠な、パーソナルコ
ンピュータやコンピュータネットワーク活用の実践的知識とスキルを、保育・教育の現場
での実践を意識した演習課題を通して身につける科目です。
　保育学科では、入学時の学生の情報機器ૢ作スキルに格差がある現況から、学生の能力
に応じた授業が展開できるよう、次のようなレベル別授業を展開しています。
　なお、履修レベルは、入学前研修会、およびオリエンテーション時の課題作成など、ス
キル状況を確認して決定します。
　「情報機器ૢ作ᶗ」ॳڃレベル
　「情報機器ૢ作ᶘ」中ڃレベル　　　　　選択必修科目
　「情報機器ૢ作ᶙ」中ڃ習熟レベル
　「情報機器ૢ作ᶚ」メディアミックス活用上ڃレベル（選択科目）
　　　※ॳڃレベルの履修者は、中ڃレベルまで、計4単位以上を必修としています。

教養分野
　現代社会において、大学生の一般的なマナーの悪さがよく取りࠫଡされています。大学
在学中、学外実習や就職活動の際も実習先や求人先からマナーの欠೗が指ఠされます。そ
こで、ʮੜڭ׆ཆʯͷՊ໨Λઃ͚ɺਓؒؔ܎Λԁ׈ʹਤΔͨΊͷϚφʔڭҭʢࠗף૴ࡇͷ
。஌ࣝΛؚΉʣΛඞमՊ໨ͱͯ͠Ґஔ͚ͮていますૅج
　また、教養を兼ね備えた保育者になるためには、Ұൠతͳ෯ڭ͍޿ཆʮԻָʯʮඒज़ʯʮจ
ֶʯͳͲʹ਌͠ΈɺֶͼΛਂΊΔ͜ͱ΋ॏཁです。
　教養分野の科目は選択科目ですが、保育者を目指す学生にとって、興味を持って受講が
できるように、そして専門教育にもܨがるような授業内容としています。

ʮԻָԋशʯʢ̎࠲ߨΛ։ઃʣ
　さまざまなジャンルの音楽に親しみ、音楽に対する積極的な興味と理解、ؑ 賞力を深め、
豊かな情ૢとຏかれた感性を養う科目。

ʮඒज़ԋशʯʢ̎࠲ߨΛ։ઃʣ
　クラフトや動物をモチーフとしたֆ画・オブジェの制作、ق節感を取り入れた作品制作
を通して、自然に親しみ教育・保育者としての美的感性をຏき、創造性を育てる科目。

教ҭ課ఔฤ੒・࣮ࢪのํ਑ʢΧϦΩϡϥϜ・ϙϦγʔʣ
　
　本学は、感໏と感動を与え、知的好ح心をש起する授業の実施を目指すとともに、自らの人
生を創造的に生きようとする学生への支援を理念とし、学院創立者の信念である ň真心こそす
べてのすべてŉ という建学の精神に基づき、SJODFSJUZ（真心）と)PsQJUBMJUZ（思いやり）を
教育のࠜ本におき、広く知識を授けるとともに、専門の学芸を教授研究し、知的、道ಙ的およ
び応用的能力を展開させ、地域社会に積極的かつ実践的に貢献することを人材育成の基本的精
神としています。
　本学は地域社会にࠜざし、広く地域の各分野に貢献できる人材育成を目指しています。教養
教育科目と専門教育科目からなる体系的な教育課程をฤ成し、職業又は実際生活に必要な知識
と技術をഓうための実践的な科目を設定しています。
　保育学科の専門教育科目は、子育てに関する多様な変化と時代എܠに対応した人材の育成を
目指し、多様なニーズに対応できる専門的な知識・技術を持った人材の育成を図るための科目
を設定しています。
　専門教育科目の学びを通し、教育・保育に関する専門職として必要な知識や技能を修得し、
さらに子どもの育ちに対する深いಎ察力をもって、一人ひとりの特性にॊೈに対応した教育・
保育の実践を担う人材の育成ができるよう、教育課程をฤ成しています。なお、「教員໔許課程」
および「指定保育士養成」に基づく教育課程を履修し、単位を修得した者に༮ஓ園教諭二種໔
許状、保育士資格が取得できるよう教育課程をฤ成しています。

ํ͑ߟ本的なجҭ՝程ฤ੒のڭ（1）

　保育学科で開設されている授業科目は、「教育課程表」（̥95〜̥97）の通りです。教育
課程は、教養教育科目と専門教育科目に大別されています。

ҭ՝程ฤ੒ํ਑ڭҭՊ໨のڭཆڭ（2）

　教養教育科目は、次の6つの科目分野に分かれています。

教育方針
　「本学の教育」は、本学学生として、建学の精神、教育理念、および特৭ある教育につ
いて理解し、実践することを共に考える科目です。そして、建学の精神の高༲に努め、学
生生活の充実を図るとともに、社会的貢献について考えることができる人材育成を目標と
しています。

表現力向上分野
　教養ある社会人として、最低限身につけておかなければならない基礎知識は数多くあり

̔

教育課程（Χリキュラム）

ҭՊ໨ڭཆڭ

ڭ ҭ ՝ ఔ

ઐ໳ڭҭՊ໨
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༮ஓԂ教་໔ڐঢ়औಘにかかわるՊ目۠分

৬ʹؔ͢ΔՊ໨ڭ
　教職の意義等に関する科目
　教育の基礎理論に関する科目
　教育課程及び指導法に関する科目
　生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目
　教職実践実習　教育実習
作、体育޻算数、音楽、図画、ޠՊʹؔ͢ΔՊ໨　国ڭ

保育士֨ࢿऔಘにかかわるՊ目۠分

อҭのຊ࣭ɾ໨తʹؔ͢ΔՊ໨
อҭのର৅のཧղʹؔ͢ΔՊ໨
อҭの಺༰ɾํ๏ʹؔ͢ΔՊ໨
૯߹ԋश
อҭ࣮श
อҭの表ٕݱज़

本学ಠ自のՊ目　「創作ミュージカル」「特別研究」など

　　̍）༮ஓԂ教་໔ڐঢ়औಘにかかわる教育課程について
　

教職にؔするՊ目

教職の意義等に関する科目
　　教職の意義等に関する科目として「保育者論」を設定しています。この科目は、教職・

保育職の意義や役割、職務内容等に関する知識の修得を通じ、保育者を目指す者が、教
職・保育職についての理解を深めるための科目です。そして、将来、教職・保育職に就
くことについて多角的に考察する過程を援助し、動機づけを図っていきます。
教育の基礎理論に関する科目

　　教育の基礎理論に関する科目として「教育原理」「教育行政」「教育心理学」「発達心理学」
を必修科目としています。

　　「教育原理」「教育行政」では、教育の理念、並びに教育に関する歴࢙および思想を学
び、教育に関する体系的な基礎的な理論について理解します。

　　さらに教育行政の考え方や仕組み、並びに教育制度の変ભ等を理解し、学校経営の在
り方について考えを深めていきます。

　　「教育心理学」「発達心理学」では、子どもの発達にかかわる心理学の基礎を修得し、
子どもへの理解を深めていく科目です。子どもの心身の発達と保育・教育実践について
理解を深め、教育・保育における発達援助について学びます。
教育課程及び指導法に関する科目

　　教育課程及び指導法に関する科目として「保育・教育課程論」「保育内容総論」「保育
内容指導法」「教育方法及び技術」などを必修科目としています。

　　「保育・教育課程論」では、保育・教育の目的達成のためにฤ成される教育課程の意
義やその必要性および法的ࠜڌ、教育課程のฤ成手順・方法を理解します。そして、保
育・教育の具現と充実を図るための具体的な指導計画や保育・指導案を作成することが
できるようにします。

　　「保育内容総論」は、保育内容の指導法の総論と位置づけ、5領域の教科の学びとと
もに、それを総合的にଊえる視点を養い、教育・保育の全体構造の理解に基づいて、子
ども理解や教育・保育方法について学びます。

ʮจ学ԋशʯʢ̍࠲ߨΛ։ઃʣ
　児ಐ文学を取り上げ、子どもの年齢や発達に合わせたお話の選び方などを学び、子ども
のເや想૾力を育む教材としてのお話のັ力を修得する科目。

　その他、保育施設での危機管理を学ぶ「生活と安全」、女性の身体的特性を学び、保健
に関する基礎知識を修得する「女性の保健」、「日本国憲法」（༮ஓ園教諭໔許状必修科目）
では、日本国憲法の基本理念・基本構造や教育を受ける権利、児ಐの権利༴護なども学ぶ
内容としています。

国際理解分野
　国際理解分野は、ࡍࠃཧղڭҭͱڭֶޠҭで構成しています。

ʻࡍࠃཧղڭҭʼ
　本学の「教育の理念」にも掲げているʰࡍࠃతͳࢹ໺ʹཱͪɺ૬खͷ͜ͱΛཧղ͠ɺ૬
。Խ͢ΔՊ໨ですݱ۩ཧղͷ৺Λ࣋ͭͻͱΛҭͯ·͢ʱΛޓ
　「国際理解論」では、変化の激しい今日の国際社会の現状や歴࢙的なഎܠなどを、映૾
や新聞、ࡶ誌を利用して学びます。
　「国際理解演習」では、本学で企画するւ外研修旅行に参加し、各自の研究テーマに沿っ
た事前学習や現地での体験、研修後のレポート作成を通して、諸外国の社会や異文化への
理解を深める内容としています。
ʻޠ学ڭҭʼ
ɹࣄࡍࠃ৘΍ॾ֎ࠃͷจԽΛཧղ͠ɺࡍࠃతͳࢹ໺Λܗ੒͢Δ্ͰɺͦͷૅجͱͳΔӳձ
࿩Λमಘ͢ΔՊ໨Ͱ͢ɻ
　国際化の時代、教育・保育施設においても、外国人の子どもたちが༮ஓ園、保育所など
に在籍し、その保護者と関わることが多くなってきています。
　そこで、「英会話」は、日常的な事ฑを英ޠで聞き、話すことができる能力を身につけ
るため、英ޠの発音、リスニングに重点を置きます。基礎的なޠኮ力、構文を修得し、通
常会話での基本的なコミュニケーションができることを目的としています。
　なお、入学時の学生の英ޠ力に格差がある現況から、学生の能力に応じた授業が展開で
きるよう、ʮӳձ࿩ᶗʯʢϕʔγοΫϨϕϧʣͱʮӳձ࿩ᶘʯʢΞυόϯεϨϕϧʣͷϨϕ
ϧผतۀΛ࣮ࢪします。

体育分野
　保育・教育者は、活動的な子どもたちと共に行動をする仕事です。常日頃から、体力の
維持と健康管理は極めて重要です。
　ʮମҭٛߨʯͰ͸ɺ೔ৗੜ׆ʹ͓͚Δ৺਎ͷ݈߁ͷཱ֬ʹ͍ͭͯ、特に運動やスポーツ
の持つ現代的な意味や役割、可能性を探り、学ੜ͕ੜ֔ʹΘͨΓ݈߁ͳϥΠϑελΠϧΛ
૑଄͢ΔͨΊʹඞཁͳ஌ࣝʹֶ͍ͭͯͼ·͢。
ɹʮମҭ࣮ٕᶗɾᶘʯ͸ɺֶ ੜ͕ੜ֔ܧଓͯ͠εϙʔπʹ਌͠Ήٕज़ͱश׳Λ਎ʹ͚ͭɺ݈ ɾ߁
ମྗͮ͘Γͷ࣮ફྗ্޲Λ໨ඪͱ͍ͯ͠·͢ɻ

（3）ઐ໳ڭҭՊ໨のڭҭ՝程ฤ੒ํ਑

　༮ஓ園教諭໔許状に関する区分は、教職に関する科目（6科目܈）と教科に関する科
目に分けています。保育士資格に関する区分は、6科目܈に分けてฤ成しています。さ
らに、໔許状・資格取得に関わる科目以外にも「本学独自の科目」を開設しています。
　理論と実践の྆面から、多࠼な科目を系౷的に学び、༮ஓ園教諭や保育士などに必要
な知識・技能、多面的素養をഓっていきます。※詳細は次の通りです。
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保育の内容・方法に関する科目
　保育の内容・方法に関する科目として、༮ஓ園教諭໔許状、保育士資格取得の必修科
目として「保育・教育課程論」「保育内容総論」「保育内容指導法」（健康）（人間関係）（環
境）（言葉）（表現）の5領域を設定しています。
　さらに、保育士資格取得の必修科目「社会的養護内容」「保育相談支援」「ೕ児保育」「障
害児保育」も開設しています。
総合演習
　総合演習に関する科目は、「保育・教職実践演習（༮ஓ園）」を卒業年次の後期に必修
科目として開設します。今まで学んだ授業科目や「教育実習」「保育実習」「保育実習ᶘ・
ᶙ」を通しての学びを౿まえ、保育者として必要な資質能力を確実に身につけるととも
に、その資質能力の全体を明示的に確認するための内容としています。
保育実習
　保育実習に関する科目として、「保育実習指導」「保育実習」「保育実習指導ᶘ」「保育
実習ᶘ」「保育実習指導ᶙ」「保育実習ᶙ」の6科目と、༮ஓ園教諭໔許状取得の科目「教
育実習」で構成しています。
　「保育実習」は、「保育実習指導」の事前指導後に「保育所実習」と「児ಐ福祉施設実
習（保育所を除く）」、おおむね10日間ずつの実習を実施します。
　「保育実習ᶘ（保育所）」「保育実習ᶙ（施設）」は、どちらかを選択し、「保育実習指導ᶘ」
もしくは「保育実習指導ᶙ」の授業後に、おおむね10日間の実習を行います。
保育の表現技術
　保育の内容を理解し、子どもの༡びを豊かに展開するために必要な知識や技術を修得
するために、保育士資格取得の必修科目として、「ピアノ演習」「ギター演習」「༮児音楽」

「図画޻作」「༮児体育」の5科目を設定しています。

̏）本学ಠ自のՊ目について

　　༮ஓ園教諭໔許状、保育士資格取得に関わる科目の他に、本学の特৭ある専門教育科
目として、実践的な知識・技術力を修得することを目的に、次の4科目を設定しています。

「創作ミュージカル」
　　総合芸術であるミュージカルを作り上げ、その成果を舞台で表現（発表）します。現

代社会に必要とされるコミュニケーション能力や自己表現力を高めることも目的の一つ
となっています。

「バリダンスレッスンとバリ島༮ஓ園交流」
　　本学認定こども園の࢞ຓ園でもあるインドネシアバリ島のハラパン༮ஓ園を訪問し、

༮児教育の実際を現地で学びます。また、バリ島での異文化体験をすることにより、自
国の文化とのൺֱ研究を行います。

「特別研究」（2講座を開設）
ʰࢠͲもとԂܳʱ

　༮ஓ園や児ಐ福祉施設などで役立つ野࠿ࡊഓや草Ֆを育てるなどの園芸活動を体験
的に学習します。

ʰԂ行事̙̫̙制࡞ԋ習ʱ
　映૾制作の基礎知識と技術を学びます。本学認定こども園の行事を題材に、企画・
撮影・ฤ集・完成までを実際に学生自身が行い、体験を通して映૾制作を理解します。

「特別研究ᶘ」（2講座を開設）
ʰ障害ࣇ生活支援ԋ習ʱ

　身体的に障害のある児ಐの日常生活を支援するための基本的な「食事・入ཋ・排ᔔ」
等の技術を修得します。また、車椅子の介助の基本も実践を通して学びます。

ʰ保育者のදݱ༡びʱ
　保育者としての必要なՎ・གྷり・制作༡びなどの表現活動を体験し、学外実習でも
実際に活用できる༡びを実践的に学んでいきます。

　　また、「保育内容指導法」5領域（健康、人間関係、環境、言葉、表現）は、それぞ
れの領域について理解を深め、保育者として、発達過程にଈして子どもを理解し、総合
的に指導・援助ができる実践的な力を修得します。

　　「教育方法及び技術」は、教育の方法と情報機器、および教材の活用を౿まえた内容
としています。
生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目

　　生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目として、༮ஓ園教諭໔許状必修に関
わる「教育相談」は、教育相談の理論・方法とカウンセリングに関する基礎的な知識を
含めた内容です。
教職実践実習

　　「保育・教職実践演習（༮ஓ園）」は、教職課程の履修を通じて、保育者として最小限
必要な資質能力の全体について、確実に身につけさせるとともに、その資質能力の全体
を明示的に確認するため、卒業年次の後期に開設しています。
教育実習

　　教育実習に関する科目として「教育実習」、保育士資格取得のための実習科目（6科目）
で構成しています。

　　「教育実習」（事前・事後指導１単位を含む）は、本学認定こども園（༮保連携型）で
の基本実習を１週間と༮ஓ園等での教育実習を3週間、合計4週間の実習を実施します。

教ՊにؔするՊ目

　教科に関する科目は、保育者としての基本的な知識と表現技術を修得するための科目
です。
　音楽の楽器演૗の表現技術を身につける科目として、「ピアノ演習」と「ギター演習」
はどちらかを選択して、１年次の必修科目として設定しています。
　「ピアノ演習」は、入学時の演૗技術によりグレードを4段階（ॳ心者・ॳڃ者・中
者）に設定し、グレード別指導を展開しています。「ギター演習」は、ギターڃ者・上ڃ
演૗の技能を修得するとともに、保育・教育現場で生かすことができる技術を身につけ
ていきます。※詳細は「保育学科で学ぶ専門音楽」P82をご覧ください。

　　その他、༮ஓ園教諭໔許状取得に関わる5教科（国ޠ、算数、༮児音楽、図画޻作、
༮児体育）を開設しています。

̎）保育士֨ࢿऔಘにかかわる教育課程について

保育の本質・目的に関する科目
　保育の本質・目的に関する科目は、「保育者論」「教育原理」「保育原理」「社会的養護」「社
会福祉」「相談援助」「児ಐ家庭福祉」の7科目を保育士の必修科目として設定しています。
　保育者の役割、責務、定義、および保育者に求められる今日的課題等を౿まえ、子ど
もの教育・保育と保護者支援を担う保育者としての専門性などを学ぶ科目としています。
保育の対象の理解に関する科目
　保育の対象の理解に関する科目は10科目で構成し、その内、必修科目は6科目を設定
しています。
　「教育心理学」「発達心理学」は、子どもの発達に関わる心理学の基礎知識を学び、子
ども理解に基づく発達援助を行う実践力を修得する内容としています。
　「子どもの保健」、「子どもの保健ᶘ」では、子どもの健康と保健の意義、子どもの疾
病と適切な対応の仕方などを具体的に学んでいきます。
　「子どもの食と栄養」は、子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深め、
家庭や学校、児ಐ福祉施設における食生活の現況と課題について学びます。
　「家庭支援論」では、家庭支援の意義と役割、子育て家庭の支援体制などを理解して
いきます。



82 83

学
Պ
ผ
学
生
ศ
ཡ

อ
ҭ
学
Պ

ཤमͱ໔ڐঢ়・֨ࢿのऔ得

（1）୯Ґ制とཤमํ法について

　授業科目は、教育課程表にまとめられています。この中から卒業、༮ஓ園教諭二種໔許
状・保育士資格を取得するために必要な科目と単位数を確認して、履修する授業科目を決
めていきます。

①　単位とは学習時間を表したものであって、ある科目について所要の時間数を履修し、
その試験に合格したとき、あるいは授業科目担当者がその科目を履修したことを認定し
た時に単位を取得したことになります。

②　学習時間は年間を前期（4月１日〜9月30日）と後期（10月１日〜3月31日）の2期
に分け、１期15週とします。授業科目によっては前後各１期で完݁する「半期科目」と、
１か年（通年）30週で完݁する「通年科目」があります。

ᶅ　単位の計算方法は「短大設置基準」に基づいて本学学則に定められています。各授業
科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成する
ことを標準とし、授業方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間以外に必要な学
修を考慮して、次の基準により計算します。

◦　講義および演習については、15時間から30時間の範囲で、本学が定める時間の授
業をもって１単位とします。

◦　実験・実習および実技については、30時間から45時間の範囲で、本学が定める時
間の授業をもって１単位とします。

◦　授業時間は2時間連続（正味90分）を１時限としておりますので、各時限を2時
間として単位の計算をします。

なお、本学宮代キャンパスの授業時間割は次の通りです。

ᶆ　授業科目の種類
　保育学科に開設されている科目は、「必修科目」「選択必修科目」「選択科目」に大別
されます。

必 修 科 目

อ育学Պで学Ϳઐ໳Իָ

　保育学科では保育現場にଈした授業内容・授業形態を導入しています。

「༮ࣇԻָ」（ඞ修Պ໨）
　⑴　保育現場にଈした様々な༮児のՎ（ಐག・এՎ・生活・行事のՎ、あそびՎ、གྷり
　　のՎ、アニメソング）を学びます。
　⑵　簡単な音楽理論（音楽の三要素やキーボードハーモニー૗法を含む）、簡易楽器や
　　ハンドベル・トーンチャイムの૗法を修得します。
　⑶　保育現場における気になる子や発達障害児に対応できるための音楽療法も学びます。
　⑷　表現力を身につけるためミニ・ミュージカルを体験します。

「༮ࣇԻָᶘ」（ඞ修Պ໨）
　༮児のՎۂを中心に、コードネームを用いた簡易伴૗法を学びながら、１年次に修得し
た「༮児音楽」、「ピアノ演習」を発展させ、ピアノの஄きޠり、Վやགྷりを中心に学びま
す。（༮ஓ園教諭໔許状取得希望者は履修することが望ましい）

「ϐΞϊ演習」（બ୒ඞ修Պ໨）ɾ「ϐΞϊ演習ᶘ」（બ୒Պ໨）
　⑴　教育・保育の現場で必要となる、ピアノ演૗の基礎技能を修得します。
　⑵　༮児のՎを中心に、Վۂ（ಐག・あそびՎ等）、࿅習ۂ（バイエル・ツェルニー等）

を通して読ේ力やピアノの表現力を養い、ピアノの૗法を学びます。
　⑶　学生それぞれのピアノ演૗技術に応じて、次の4つのグレードから一つを選択しま

す。
　　　˗グレードの名称と選択する際の基準
　　　「ॳ心者グレード」　バイエル１番〜バイエル60番程度
　　　「ॳڃ者グレード」　バイエル40番〜バイエル80番程度
　　　「中ڃ者グレード」　バイエル終了程度からツェルニー30番、
　　　　　　　　　　　　ブルグミュラー25番程度
　　　「上ڃ者グレード」　ツェルニー30番10番以降、ブルグミュラー25番の10番以降程度、

　　　　　　　　　　バッハインϰェンション二声程度、ソナチネ程度
　⑷　グレードごとに課題ۂを設定し、アチーブメント方式での授業を展開します。各自

の課題ۂを自学学習し、完成度が基準に達した課題ۂごとに、担当教員からチェック
（確認テスト）を受けます。

　　　「ॳ心者グレード」28ۂ（࿅習ۂ8ۂ�Վۂ20ۂ）
　　　「ॳڃ者グレード」35ۂ（࿅習ۂ11ۂ�Վۂ24ۂ）
　　　「中ڃ者グレード」42ۂ（࿅習ۂ11ۂ�Վۂ31ۂ）
　　　「上ڃ者グレード」47ۂ（࿅習ۂ8ۂ�Վۂ39ۂ）
　⑸　年度్中で、選択したグレードの課題ۂを終了した場合は、次のグレードへ順次、

移行することができます。ただし、上ڃ者グレードの学生は、そのグレードに応じた
新たな課題ۂに取り組み、高得点取得を目指します。

「Ϊλʔ演習」（બ୒ඞ修Պ໨）
　ピアノ以外の楽器で、ギターを履修したい学生を対象に授業を実施します。
　（履修者7名以上で開講。࿅習用ギターは各自で準備）

※１．「༮児音楽」、「ピアノ演習」または「ギター演習」の単位を取得しないと、「教育実
　　習」を実施することはできません。
※2．「ピアノ演習」と「ギター演習」のどちらも学びたい方は、授業担当者にご相談く
　　ださい。

̕

तۀ時間割

時　限 １ 2 3 4 5 6

時　間 8：50〜　
　　10：20

10：30〜　
　　12：00

12：50〜　
　　14：20

14：30〜　
　　16：00

16：10〜　
　　17：40

17：50〜　
　　19：20

ଔۀඞमՊ໨
　保育学科を卒業するために必ず取得しなければならない科目

ঢ়औಘͷͨΊͷඞमՊ໨ڐɾ໔֨ࢿ
　保育士資格、༮ஓ園教諭二種໔許状を取得するために必ず取
得しなければならない科目
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ᶃɹཤमՊ໨のมߋ
　　届け出た履修科目（必修科目と学外実習科目を除く）の変更は、１回目の授業が

開始された日から2週間以内であれば「履修変更届」を教務課へ提出し、他の科目
への変更を行うことができます。

ᶄɹཤमՊ໨の์غ
　　授業科目を実際に履修してみて履修の継続が困難になった場合、必修科目を除き、

その科目の授業開始から2週間以内であれば、「履修科目放棄届」により履修を放
棄することができます。

　　ただし、学外実習の科目を放棄する場合は、実習開始日の2週間前までに届けを
出してください。

　履修科目の変更・放棄をする場合、必ずクラスアドバイザー等に相談してから、速やか
に手続きをとってください。手続きをとらないまま欠席を続けると「欠格」になりますの
で注意してください。
　履修についての疑問や不明の点は、担当教員または教務課におਘねください。

（4）੒੷ධՁと୯Ґೝ定について

　本学では、評価の公正化と厳格性を確保するため、「素点」と「単位数」をもとに、(PA（グ
レード・ポイント・アベレージ：成績評定平ۉ点）を算出する本学独自の(PA制度とし
ています。
①　成績評価は、100点を満点として、60点以上を合格、59点以下を不合格とします。

成績は6段階となっており、評価点ごとの点数は次の通りです。
Ａ＋（100〜90点）　　Ｃ（69〜60点）
Ａ　（89〜80点）　　　̙（59〜50点）
Ｂ　（79〜70点）　　　Ｆ（50点未満）
※(PAの向上のため、Ｃ以下の評価点を得た授業科目は、「再履修願」により再履修を
することができます。

②　単位の認定は、当該授業科目の担当教員が、次の条件を備えた者に対して行います。
ʦ１ʧ　通常の授業については、必要な時数として定められた時数の3分の2以上を出席

した者
◦定められた授業回数の3分の１を超える回数を欠席した場合は、期末試験への出席

も認められません。そして、単位認定は行われず「欠格」となります。実習や病気
などのやむを得ない場合を除き、欠席はしないようにしてください。

（遅ࠁや早退については、30分以上を欠席とし、30分未満の場合は、3回で１回の
欠席とみなされますので、欠席回数を計算するときは、これを加えることも忘れな
いようにしてください）

ʦ2ʧ　学外実習を伴う実習科目（ւ外における演習・実習科目を含む）については、事
前・事後指導時数の5分の4以上出席し、かつ当該現場実習において、定められた
全ての日数および時数を出席した者

◦5分の１を超える時数を欠席した場合、および当該現場実習において欠席した日数
分の延長を行わなかったときは、当該科目が「欠格」となりますので、十分に注意
してください。

ʦ3ʧ　ւ外実習（演習）を行う場合は、当該実習（演習）における所定の全プログラム
に出席した者

◦体調不良もしくは病気・ոզ等で所定のプログラム（オプションプログラムを除く）
に参加できなかった場合は、１プログラムごとに5点の減点として成績の評価を行
います。

選択必修科目

選 択 科 目

　選択科目はそれぞれが自由に選択して履修することができる科目です。
　ただし、履修者数を制限している科目や、卒業は選択科目であっても、資格・໔許状を
取得するためには必修科目となっている科目等もありますので、授業計画、教育課程表を
よくご覧のうえ、履修するようにしてください。

⿝　ཤम者਺を制限しているՊ目
　὎　美術演習（造形を楽しむ）・音楽演習（ポップスのੈ界）など
⿝　ଔۀはબ୒Պ目で֨ࢿ・໔ڐঢ়औಘには必मՊ目となっているՊ目
　὎　教育心理学・保育ŋ教職実践演習（༮ஓ園）など
⿝　ଔۀは必मՊ目で֨ࢿ・໔ڐঢ়औಘにはબ୒Պ目となっているՊ目
　὎　国際理解論・創作ミュージカルなど

ঢ়のऔಘについてڐ໔・֨ࢿ（2）

　保育学科においては、໔許状・資格に関する授業科目を履修することによって、次の໔
許状・資格を取得することができます。取得するためのそれぞれの最低必要単位数は表の
通りです。
○　༮ஓԂ教་ೋ種໔ڐঢ়　　○　保育士֨ࢿ
※希望する໔許状・資格取得に必要な単位数は100単位程度が適当と思われます。
　なお、１年間に登録できる履修単位の上限は、おおむね55単位までとします。

（3）ཤम届について

　教育課程表により、卒業に必要な科目と単位、資格・໔許状取得に必要な科目と単位と
を兼ね合わせて、その授業科目の授業計画と時間割表を参照して、履修する科目を決めま
す。そして別に配布される「履修届」に記入して、指定の期日までに必ず教務課に提出し
てください。

最低必要単位数
科目別 卒　業 ༮ஓ園教諭 保育士

教養教育科目 17単位 21単位 19単位
専門教育科目 46単位 51単位 62単位

合　　　　計 63単位 72単位 81単位

ଔۀબ୒ඞमՊ໨
　保育学科を卒業するためにどちらかを選択して必ず取得しな
ければならない科目

（例：英会話ᶗまたは英会話ᶘ。ピアノ演習またはギター演習）

औಘͷͨΊͷબ୒ඞमՊ໨֨ࢿ
　保育士資格を取得するためにどちらかを選択して必ず取得し
なければならない科目（例：保育実習ᶘまたは保育実習ᶙ）
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⿝ظ຤ݧࢼとしてのϨϙʔτఏग़を՝す場߹
　・レポートは原則として試験期間開始前に提出します。
　・授業担当教員が指定するకめ切り期限を過ぎた場合は、期限後１日（౔༵、日༵、ॕ

日を含む）あたり、2点減点とします。
　・提出がない場合のレポート評価はྵ点です。
　・授業担当教員が定めた場合の最低字数に不足する場合も適宜減点されます。

　また、字数の上限を定めた場合で、それを超えた場合も同様です。

तۀ受講্のཹ意఺

　授業を受講する際の留意点は「学生受講規程」に定められています。この規程の第2条
には、下記のようなマナーに反した受講態度は禁じられています。よく読んで授業に臨ん
でください。
　⿝コート類、小物類（マフラー・๧子等）着用の教室入室、及び受講
　⿝授業の進行を๦げるような私ޠ
　⿝携帯電話等の送信や交信
　⿝飲食や喫煙行為
　⿝授業担当者の意欲を阻害するマナーの悪い居眠り
　⿝授業に関係のない荷物（バッグ・紙ାなど）を机上に置くこと
　⿝授業中の教室への無断入退室

（5）ਐڃ制ݶについて

　次のいずれかに該当する者は、2年次への進ڃを認めないことがあります。
　１年次はൺֱ的行事もগないので、進ڃや2年次以降の学外実習に向けて、勉学にྭむ
ようにしましょう。
①　１年次の取得単位数20単位未満の者
②　１年次の(PAが65点未満の者

成੷ධՁ΁の補଍的対Ԡાஔ

　成績評価の際、私ޠや欠席などに対して、以下の措置が取られ、成績評価点から減点さ
れます。また、授業担当教員が禁止した事項等によっても、減点されることもありますの
で注意が必要です。

⿝तۀ内༰にؔ܎のないޠࢲ、तۀのྲྀれを્害する学生のޠࢲ
　・஫意̍ճにつき̍఺ݮ఺

※同一学生の注意3回以降は１回につき2点減点。そして、必要と判断した場合は履
修制限に関する細則に従い、退席指示、履修取ফなどの措置がとられます。

⿝஗ࠁ・ૣ退・欠席
　・஗ࠁ・ૣ退̍ճにつき̍఺ݮ఺
　・欠席̍ճにつき̏఺ݮ఺

　※遅ࠁ・早退3回で１回の欠席となった場合は、その欠席分は減点されません。また、
　次の場合の欠席等は減点の対象から除外されます。該当したときは、各授業担当教員
　に事前、もしくは事後に「事由書」を文書（書式自由）で提出してください。

　　①　学内外における本学所定の実習を実施する場合（基本実習、保育実習、教育実習等）
　　②　学校保健安全法の規定に基づく、学長による出席停止の指示に従う場合
　　ᶅ　ࡋ判員制度によるࡋ判員に選任された場合
　　ᶆ　就職試験（面接を含む）を受験する場合
　　ᶇ　公共交通機関の遅延や運休による場合
　　ᶈ　悪ఱީまたは事故等により、やむを得ない場合
　　ᶉ　親族の不޾等やむを得ない場合

⿝欠֨
　定められたतۀճ਺の̏分の̍を௒͑るճ਺を欠席した৔合は、্ه、①からᶉまでの
৔合をؚめて欠֨とし、期末試験への出席は認められず、単位認定は行われません。

⿝࣭ٙԠ౴
ʪ໊ࢦԠ౴ʫ
　・指名した学生が質問に適切に応答したと認めたときは、その内容の評価に応じて１回

につき１〜2点が加点されます。
　・質問に不適切な応答をしたと認めたとき、または質問に答えられなかったときは、１

回につき１点が減点されます。
ʪ自ൃ的Ԡ౴ʫ
　・授業担当教員の質問に対して、自ら挙手するなど学生が自発的に適切に応答したと認

めたときは、その内容の評価に応じ１回につき１〜3点が加点されます。
　・学生の自発性および授業の૒方向性推進の措置として、全授業回数中、授業担当教員

の質問に対し、学生が自発的応答を１回もしなかったときは、5点が減点されます。

⿝খ論จ（॓୊）
　・未提出の小論文１件につき2点が減点されます。
　・授業担当教員が小論文を優良と評価したときは、小論文１件につき内容の優良さに応

じて１〜3点が加点されます。

⿝খςετ
　授業の理解度を計る小テストについて授業担当教員が優良と認めた場合は、小テスト
１件につき評価により１〜3点が加点されます。
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ʪ教育実習のࢦಋ内༰ʫ
１．༮ஓ園教諭としてのѪ情と使命感を深め、自己の能力や適性について自覚する。

○　実習の心構え（༮ஓ園教諭の役割）　　○　༮児教育について
○　༮ஓ園教諭の望ましい資質　　　　　　○　実習の反省と自己評価

2．参加、部分実習、全日実習等における、指導計画を作成し実践する。
○　日案や部分的な指導案の作成の方法　　○　実践݁果の反省・評価の方法
○　反省・評価に基づく事後評価

3．参加、部分実習、全日実習等を中心として、様々な指導方法を体験し、理解する。
○　指導計画に基づいた保育の実践　　○　༮児の個々に応じた指導法
○　環境構成への理解　　　　　　　　○　生活指導への理解

4．༮児理解の方法について体験し、実践に生かす。
○　観察と記録の取り方　　　　　　　○　実習日誌の記録とその活用
○　個々に応じた対応の仕方　　　　　○　༮児の発達に応じた指導計画や指導法

5．༮児教育の実際についての体験的、総合的に理解する。
○　施設・設備とその活用　　　　　　○　実習施設の教育計画
○　保護者や地域との連携　　　　　　○　༮ஓ園教諭の職務内容
○　勤務の基本マナー（勤務の在り方、服装と態度、職場内の人間関係等）

教ҭ࣮श・อҭ࣮श

ҭ実शについてڭ（1）

　教育実習は༮ஓ園教諭二種໔許状取得のための必修科目です。履修方法は学内実習、学
外実習、および実習に関する事前・事後指導（１単位）があり、単位数は5単位です。
　学内実習は福島学院大学認定こども園（༮保連携型）での基本実習が１週間（１単位）、
学外実習は、༮ஓ園または認定こども園での教育実習が3週間（3単位）です。教育実習
をまとめると、表１のようになります。

教育実習の目標
１．༮ஓ園や認定こども園についてその実態を知り理解を深める。
2．༮ஓ園教諭の職務や役割を体験的に理解し、責任感をש起する。
3．指導計画の役割について実際の保育にଈして理解する。
4．指導・援助について実践的に学ぶと共に、専門職の༮児教育に対する࢟勢や考え方

に触れる。
5．༮ஓ園教諭としての適切な勤務態度を身につける。
6．子どもの発達を現実にଈして理解し、༮ஓ園教諭が担う役割について考える。
7．༮ஓ園教諭に求められる適性や態度、能力等について実感を持って考え、自己を見

直す。

ʪج本実習のࢦಋ内༰ʫ　˞ʮอҭ࣮शʯͷجຊ࣮श΋݉Ͷ͍ͯΔɻ
１．保育者としてのѪ情と使命感を深め、自己の能力や適性について自覚する。

○　実習の心構え（保育者の心構え）　　　○　༮児教育の考え方
○　保育者の望ましい資質　　　　　　　　○　実習の反省と適性への自己評価

2．実習日誌、指導計画作成の仕方を学ぶ。
○　実習日誌の書き方　○　環境構成の仕方　○　週案と日案の関係、目標の立て方

3．観察実習・技術演習等を通じて、指導法の基礎を体験的に理解する。
○　༮児への興味を引き出す保育方法　　　○　自由༡びにおける指導法
○　音楽を通しての༮児とのかかわり方　　○　教材研究と教材教具の準備の仕方
○　一人ひとりの子どもの発達の特性に応じたかかわり方
○　基本的生活習׳の指導

4．実際に保育者と༮児のかかわりを通して༮児理解を深める。
○　༮児の行動観察からの読み取り　　　　○　༮児とのかかわり方

5．༮児教育の実際についての体験的・総合的理解と、適切な勤務態度を身につける。
○　施設・設備とその活用　　○　園の１日・１年の生活　　○　保育者の職務内容
○　勤務の基本マナー（勤務の在り方、服装と態度、ਗ਼૟と整理整಴の仕方等）

ø÷

ද̎　h 教育実習ʱでのඪ४的なࢦಋܭը

実 習 内 容

ࣄ
　
લ

○実習施設を訪問し、事前打ち合わせを十分に行う
　（施設内外の見学、実習期間中の行事等について、出勤・退勤時間の確認、服装、

その他勤務上の注意点、部分実習や全日実習で準備すべきもの、ピアノの楽ේ等）

ୈ
Ұ
ि

○指導講話（園長、主任、実習担当者）
　（オリエンテーション：設立の沿革、教育目標、特৭ある教育内容、年齢・園児数・

クラスฤ成、職員組織・構成、実習の心得等）
○観察実習（クラスでの༮児の活動、一日の生活の流れ、保育方法等）
○参加実習（保育室の環境構成、༮児への援助、教材・教具の準備、ਗ਼૟、保育

室の整理・整಴等）
○教育課程・指導計画の説明（実例に基づいて指導）
※施設内外の見学を第一週目に実施する場合もある

ୈ
ೋ
ि

○観察・参加
○部分実習の指導案作成（作成についての指導）
○部分実習の実施
○部分実習についての反省会
○園長講話（༮児教育の在り方に関する話等）

ୈ
ࡾ
ि

○観察・参加（第二週に同じ）
○日案の作成（実習施設の様式（指導案）による作成指導）
○全日実習の実施
○全日実習についての反省会（保育の振り返り、課題の明確化）
○園長、主任、担任、実習担当者等との話し合い（実習のまとめ）

ࣄ
　
ޙ

○実習のまとめをする
○実習施設へ礼状を出す（実習終了後、１週間以内）
○実習施設から評価票が届く（実習終了後、2週間程度）

ද̍　「教育実習」実施ද
実習施設 実習日数 単位数 備　　　　　考

本学認定こども園
（༮保連携型） １週間 １単位

༮ஓ園教諭二種໔許状
取 得 希 望 者 は 必 修༮ஓ園

認定こども園
（༮保連携型・༮ஓ園型）

3週間 3単位

学内での実習に関する事前・事後指導（１単位）は、オリエンテーションやクラスセミナーでの実習
指導、実習授業、実習反省会等で行います。
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（2）保ҭ実शについて
　
ʦ保育実習ʧ
　保育実習は保育士資格取得のための必修科目です。保育実習指導2単位の他、保育所に
おける実習2単位と、その他表3（A）に掲げる保育所以外の施設における実習2単位を
履修します。
　実習実施の細目は以下の通りです。

※実習施設の種別は、次の通りです。
（A）保育所、༮保連携型認定こども園又は児ಐ福祉法第6条の3第10項の小規模保
育事業（ただし、「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」（平成26年厚生労
働省令第61号）第3ষ第2節に規程する小規模保育事業A型及び同基準同ষ第3節に
規定する小規模保育B型に限る）एしくは同条第12項の事業所内保育事業であって同
法第34条の15第１項の事業及び同法同条第2項の認可を受けたもの（以下「小規模保
育A・B型及び事業所内保育事業」という。）及びೕ児院、฼子生活支援施設、障害児
入所支援施設、児ಐ発達支援センター（児ಐ発達支援及び医療型児ಐ発達支援を行う
ものに限る）、障害者支援施設、指定障害福祉サービス事業所（生活介護、自立܇࿅、
就労移行支援又は就労継続支援を行うものに限る）、児ಐ養護施設、情ॹ障害児短期
治療施設、児ಐ自立支援施設、児ಐ相談所一時保護施設又は独立行政法人国立重度知
的障害者総合施設のぞみの園

以上の実施基準を別表にまとめると次のようになります。

　表3、表4に示されているのが現行の実施基準です。本学ではこの基準を౿まえて、
より実習の効果をあげることを目的として、独自の方法で実施しています。
　保育実習の履修方法は、学外実習と学内での保育実習指導があります。
　学外実習に先立ち、児ಐ福祉施設見学実習を１日間実施します。さらに、保育所実習
を予定している実習先でのボランティア活動を１日間実施します。
　また、実習の基礎を学ぶために福島学院大学認定こども園（༮保連携型）での基本実
習を１週間実施いたします。
　その後、学外実習は、児ಐ福祉施設実習と保育所実習をおおむね10日間ずつ行います。
　実習の実施内容は、表5の通りです。学内での実習に関する事前・事後指導は、教育
実習同様、オリエンテーション、クラスセミナーでの実習指導、実習授業、実習反省会
等に出席しなければなりません。

保育実習の目標（保育所・児ಐ福祉施設）
１．保育所、児ಐ福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
2．観察や子どもとのかかわりを通して子どもへの理解を深める。
。習の教科の内容を౿まえ、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に学ぶط．3
4．保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。
5．保育士の業務内容や職業ྙ理について具体的に学ぶ。

ʦ保育実習ᶘ・保育実習ᶙʧ
　保育実習ᶘ、保育実習ᶙは、保育士資格取得の選択必修科目です。したがって、資格を
取得するためには、保育実習のほかにどちらかを選択し、履修しなければなりません。詳
細は下記の通りです。
　なお、保育実習指導ᶘ・ᶙ（各１単位）もどちらかを履修します。授業内容は授業計画
をご覧ください。

（B）保育所又は༮保連携型認定こども園҃いは小規模保育A・Ｂ型及び事業所内保育事業
（C）児ಐ厚生施設又は児ಐ発達支援センターその他社会福祉関係諸法令の規定に基づき設

置されている施設であって保育実習を行う施設として適当と認められるもの（保育所
及び༮保連携型認定こども園並びに小規模保育A・B型及び事業所内保育事業は除く。）

උ考
１．保育実習（必修科目）4単位の履修方法は、保育所又は༮保連携型認定こども園҃い

は小規模保育A・B型及び事業所内保育事業における実習2単位及び（A）に掲げる保
育所又は༮保連携型認定こども園҃いは小規模保育A・B型及び事業所内保育事業以外
の施設における実習2単位とする。

2．児ಐ福祉法（ত和22年法律第164号。以下「法」という。）第6条の3第9項に規定
する家庭的保育事業又は、「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」第3ষ、
第4節に規定する小規模保育事業C型において、家庭的保育者又は補助者として、20日
以上従事している又は過ڈに従事してしたことのある場合にあっては、当該事業に従事
している又は過ڈに従事していたことをもって、保育実習ᶗ（必修科目）のうち保育所
又は༮保連携型認定こども園҃いは小規模保育A・B型及び事業所内保育事業における
実習2単位、保育実習ᶘ（選択必修科目）及び保育実習指導ᶘ（選択必修科目）を履修
したものとすることができる。

ද6　　　「保育実習ᶘ」「保育実習ᶙ」　実施ج४・時ظ

実 習 種 別 実習施設 単位数 実習日数 実習時期 備考

保育実習ᶘ （B） 2単位 おおむね10日間 8月〜9月、または
10月〜12月 ど ち ら か １

科 目 を 履 修
する保育実習ᶙ （C） 2単位 おおむね10日間 8月または

10月〜12月

ද̑　「保育実習」実施時ظ

実 習 施 設 学年 実施時期 実習日数 備　　　考
児 ಐ 福 祉 施 設 １ 9月もしくは10月 １日 見学実習
保 育 所
認 定 こ ど も 園

（ ༮ 保 連 携 型・ 保 育 所 型 ）
１ 7月下旬〜9月

１日（8時間）、
または

半日間（4時間）
を2回

見学実習

児ಐ福祉施設（保育所を除く） 2 5月もしくは10〜11月 おおむね10日間 児ಐ福祉施設実習
保 育 所
認 定 こ ど も 園

（ ༮ 保 連 携 型・ 保 育 所 型 ）
2 7月下旬〜8月 おおむね10日間 保育所実習

ද4　「保育実習」実施ج४（その̎）

実 習 種 別
保　　育　　実　　習

保育士資格取得希望者は必修

実 習 施 設
実 習 日 数
単 位 数

保 育 所 おおむね10日間 2単位
保 育 所 を 除 く 表 3

（A）ཝに掲げる施設 おおむね10日間 2単位

ද̏　「保育実習」実施ج४（その̍）

実 習 種 別
履　　修　　方　　法

実　習　施　設
単位数 おおむねの実習日数

保 育 実 習 4単位 20日 （A）



92 93

学
Պ
ผ
学
生
ศ
ཡ

อ
ҭ
学
Պ

保育実習ᶘの目標（保育所）
１．保育所の役割や機能について具体的な実践を通して理解を深める。
2．子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して保育の理解を深める。
習の教科や保育実習の経験を౿まえ、子どもの保育及び保護者支援について総合的ط．3

に学ぶ。
4．保育の計画、実践、観察、記録及び自己評価等について実際に取り組み、理解を深める。
5．保育士の業務内容や職業ྙ理について具体的な実践に݁びつけて理解する。
6．保育士としての自己の課題を明確化する。

保育実習ᶙの目標（児ಐ福祉施設）
１．児ಐ福祉施設等（保育所以外）の役割や機能について実践を通して理解を深める。
2．家庭と地域の生活実態にふれて、児ಐ家庭福祉及び社会的養護に対する理解をもとに、

保護者支援、家庭支援のための知識、技術、判断力を養う。
3．保育士の業務内容や職業ྙ理について具体的な実践に݁びつけて理解する。
4．保育士としての自己の課題を明確化する。

（3）ϘランςΟア活動について

　保育学科では全学生を対象に、教育実践の一環として、福島学院大学認定こども園、教育・
保育施設（༮ஓ園・保育所、認定こども園、施設等）、地域での教育・保育に関するイベント・
研修会などでのボランティア活動を奨ྭしています。
　2年次以降は、各種学外実習を計画しているので、ボランティア活動の時間がなかなか
取れません。しかし、１年次は、学外実習はありませんので、౔・日༵日、ॕ日、学生休
業期間中に実施することができます。
　１年生の皆さんは、次年度以降の学外実習に向けて、子ども理解とコミュニケーション
能力の向上に努めるとともに、地域社会にも貢献できる保育者となれるようにボランティ
ア活動へ積極的に参加しましょう。
　ボランティア活動の手続きは、大学でボランティア活動にかかる保険に加入しています
ので、事前に実習指導室へ「ボランティア活動届」を提出してから実施します。終了後に
は報告書も提出します。
　ボランティア活動の֓要は以下の通りです。詳細はオリエンテーションやクラスセミ
ナーで説明します。

ϘランςΟΞ׆ಈᾇ
⿝内　　容…福島学院大学認定こども園、教育・保育施設（༮ஓ園・保育所、認定こ

ども園、施設等）、地域での教育・保育に関するイベント・研修会など
⿝対　　象…１年生
⿝期　　間…１年次5月からཌ年の3月まで
⿝日 数 等…１日間（8時間）を2回以上　ˎ半日単位も可
ϘランςΟΞ׆ಈᾈ
⿝内　　容…次年度、学外実習を希望している保育所や認定こども園など
⿝対　　象…１年生
⿝期　　間…１年次7月下旬から9月まで
⿝日 数 等…１日間（8時間）を１回　ˎ半日単位も可

（4）実श൓ল会について

　保育学科では、「教育実習」「保育実習」「保育実習ᶘ」「保育実習ᶙ」の履修者全員を対
象に、教育実習・保育実習等における事前・事後指導の一環として、学外における全実習
終了後に「実習反省会」を開催しています。
　実習反省会の趣旨は以下の通りです。
　⿝実習を終えた履修生は、事後学習として、実習の反省など、実習で学んだことを振り
　返り、保育者としての自覚を一૚深めることを目的とします。
　⿝2年次以降、実習を予定している履修生には、事前学習として、実習に対する理解と
　これからの学外実習へ向けての意欲高༲を図ることを目的で実施します。
　なお、この実習反省会は、教育実習・保育実習等の授業回数に含められます。単位認定
に関わる授業なので、必ず出席しなければなりません。

（5）実शのཤम制ݶ・ղআ

　教育実習・保育実習については、次のような実習の履修制限があります。
　※詳細については、「履修規程」第13条（履修科目の制限）をご覧ください。

①　༮ஓ園教諭໔許状取得に必ਢの科目の単位を取得していない者（教育実習のみ）
②　༮児音楽、ピアノ演習またはギター演習の単位を取得していない者（教育実習のみ）
ᶅ　保育士養成課程「必修科目」の単位を取得していない者（保育実習のみ）
ᶆ　実習を行う時点における(PAが70点未満の者
ᶇ　基本実習が不合格の者
ᶈ　実習の事前・事後指導（授業）において、定められた時数の5分の4以上出席して

いない者
ᶉ　実習を完遂するのに支障があると学科会議で判断された者
ᶊ　保育実習における保育所実習、もしくは施設実習が不合格の者（保育実習ᶘ・ᶙのみ）

　　　なお、履修制限にかかっても、本人の努力次第で解除される場合もありますので、同規
　程の第14条（履修制限の解除）もซせてご覧ください。なお、「ピアノ演習」再履修者の「教
　育実習」時期については以下の通りです。

①　前期に成績評価が行われ、単位が認定された者
　　学科会議の議を経て、各年度で設定している教育実習期間中に教育実習を行うこと

ができる。
②　前期に単位を取得できず、後期に同科目を再々履修し、後期に成績評価が行われ、

単位が認定された者
　　学科会議の議を経て、年度内（2月中旬以降）に教育実習を行うことができる。
　　ただし、年度末にかかるため、教育実習先は大学が指定する実習施設で実施する場

合がある。また、実習時期が3月にかかるため、卒業が年度末（3月末日）となる場
合もある。
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Ϋϥスセϛφʔ・ߦमཱྀݚ಺ࠃ

　保育学科の社会に対する貢献は、質の高い保育者を社会に送り出すことです。社会に貢
献できる優れた保育者は、学問、知識、技術だけの教育では十分とは言えません。社会に
参加するために必要な知識の修得、研修の機会も当然重要になります。
　そこで、保育学科では通常の授業科目の他に、さまざまな経験や学習をする機会として
国内研修旅行、クラスセミナー等を設定しています。

（1）国内ཱྀ行について

　国内研修旅行は、近い将来、保育者をࢤす学生の皆さんが社会参加に必要な知識を、体
験を通して修得するための機会として設定しています。これは、教育課程による通常の授
業を重視しながらも、これと有機的関連を持つよう厳選したものを研修内容として計画し
ています。具体的には、保育施設や文化施設などの見学を実施します。学生の皆さんは、
この機会を積極的に活用し社会的見聞を広めるようにしましょう。

（2）クラスηϛφーについて

　保育学科では、学年ごとにクラスセミナーを実施しています。その内容は、就職・学内
進学に関する説明会や相談会、実習に関する事前・事後指導（授業）、学力向上を目指す講座、
さらに、現代社会に対応していくための生活指導などです。学生の皆さんにとって直接的
に関わる重要な内容が数多く計画されますので、必ず出席してください。

学生支援ϓϩάϥϜ

　保育学科では、授業とは別に、次のような学生支援プログラムを計画し、希望者を対象
に実施しています。詳細については、クラスセミナー等でご案内いたします。

○　「入学前研修会」、「国ޠ力向上特別講座」、「コンピュータ特別講座」、「ピア
ノレッスン・サポートプログラム」の開催

○　本学福祉学部ฤ入学の学生支援
○　クラスアドバイザー（クラス担当教員）による「個人面談」の実施
○　「学生・ご家族個別面談会」の開催
○　学業、実習への相談・支援

øù

øø 保ҭ学Պ　ڭҭ՝程
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ҭՊ໨ڭཆڭ

授 業 科 目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

ҭํ਑ڭ

本 学 の 教 育 １
ද޲ྗݱ上෼໺

国 ޠ 表 現 4
書 写 演 習 １ 指定者必修

会 話 演 習 １ 指定者必修

情報ڭҭ෼໺

情 報 機 器 ૢ 作 ᶗ 2 　ॳڃレベル

情 報 機 器 ૢ 作 ᶘ 2 　中ڃレベル

情 報 機 器 ૢ 作 ᶙ 2 　中ڃ習熟レベル

情 報 機 器 ૢ 作 ᶚ 2 メディアミックス活用上ڃレベル

ཆ෼໺ڭ

生 活 教 養 4
生 活 と 安 全 2
音 楽 演 習 2
美 術 演 習 2
文 学 演 習 2
食 ࠼ 演 習 １
日 本 国 憲 法 2
女 性 の 保 健 2
国ࡍཧղ෼໺

英 会 話 ᶗ 2 　ベーシックレベル

英 会 話 ᶘ 2 　アドバンスレベル

国 際 理 解 論 2
国 際 理 解 演 習 2
体ҭ෼໺

体 育 講 義 １
体 育 実 技 ᶗ １
体 育 実 技 ᶘ １

入学時の能力検定によ
り履修レベルを決定す
る。2単位以上必修と
するが、ॳڃレベルᶗ
の履修者は、中ڃレベ
ルᶘまで計4単位以上
を必修とする。

いずれか2単位必修
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授 業 科 目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

保 育 者 論 2
社 会 福 祉 2
相 談 援 助 １
児 ಐ 家 庭 福 祉 2
教 育 原 理 2
保 育 原 理 2
社 会 的 養 護 2
教 育 行 政 2
教 育 心 理 学 １
発 達 心 理 学 2
発 達 心 理 学 ᶘ 2
臨 床 心 理 学 2
臨 床 心 理 学 ᶘ 2
子 ど も の 保 健 4
子 ど も の 保 健 ᶘ １
子 ど も の 食 と 栄 養 2
家 庭 支 援 論 2
保 育・ 教 育 課 程 論 2
保 育 内 容 総 論 １
保 育 内 容 指 導 法

（健 　 　 康） １
（人 間 関 係） １ 　この内より4単位必修

（環 　 　 境） １
（言 　 　 葉） １
（表 　 　 現） １

教 育 方 法 及 び 技 術 2
教 育 相 談 2
保育・教職実践演習（༮ஓ園） 2
社 会 的 養 護 内 容 １
保 育 相 談 支 援 １
ೕ 児 保 育 2
障 害 児 保 育 2

授 業 科 目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

༮児音楽（子どものうた） 2
༮児音楽（子どものうた）ᶘ 2
ピ ア ノ 演 習 2
ギ タ ー 演 習 2
ピ ア ノ 演 習 ᶘ 2
図 画 ޻ 作 2
༮ 児 体 育 2
国 ޠ 2
算 数 2
創 作 ミ ュ ー ジ カ ル 2
バリダンスレッスンとバリ島༮ஓ園交流 2
特 別 研 究 2
特 別 研 究 ᶘ 2
教 育 実 習 5 事前・事後指導１単位を含む

保 育 実 習 指 導 2
保 育 実 習 4
保 育 実 習 指 導 ᶘ １
保 育 実 習 ᶘ 2
保 育 実 習 指 導 ᶙ １
保 育 実 習 ᶙ 2

いずれか2単位必修
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教育目標 … 多様な保育ニーズに対応できる教  　　　　　　養と専門的な知識・技術を持った人材を育成

߲　目 ʦ1ʧ　ʮ༮ஓԂ教་ೋछ免許状ʯとʮ保育࢜資格ʯの྆方Λࡏ学தに取得　　　　　　　　　　
ʦ2ʧ　߲目ʦ1ʧのඞ修৚݅Ͱ͋Γɺ教育実習ฒͼに保育実習
Λ௨ͯ͠ɺൃୡ্のॾ課୊の೺Ѳ΍ࢠͲもの生׆行ಈΛਖ਼͘͠
೺Ѳ͠ɺ保育者にඞཁͳ஌ࣝɺٕज़ɺଶ౓Λ修得

‐ ‐ ‐

科目໊ ઐ໳教育科目 教ཆ教育科目 ઐ໳教育科目ʢ実習ʣ

༮ஓԂ教་
ೋछ 教৬のҙٛʗ教育のૅجཧ࿦

教育課程͓Αͼࢦಋ๏ʗ
生ెࢦಋ・教育૬ஊٴͼ
ਐ࿏ࢦಋ౳

教৬実ફ 教科にؔ͢る科目
ຊ学ಠࣗの科目

৘ใ࡞ૢثػ౳ɺ۩ମతٕೳの修得΍ɺӳձ
࿩ɺ೔ຊ国ݑ๏ͳͲ資格免許状取得にඞਢͳ
教ཆతɺૅجత学修

教育実習
ʢࣄલ・ࢦޙࣄಋΛؚΉʣ

保育࢜ 保育のຊ࣭・目త 保育のର৅のཧղ 保育の内༰・方๏ ૯߹ԋ習 保育の表ٕݱज़ ಋࢦޙࣄ・લࣄ 保育実習

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

2೥

保育・教育課程࿦

教育行੓ 保育内༰ࢦಋ๏ʢ݈߁ʣ

教育৺ཧ学 保育内༰ࢦಋ๏ʢݴ༿ʣ ৘ใ࡞ૢثػᶘʢதڃʣ
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

ൃୡ৺ཧ学ᶘ 教育方๏ٴͼٕज़ ৘ใ࡞ૢثػᶚʢϝσΟΞミοクスڃ্༺׆ʣ

ྟচ৺ཧ学 教育૬ஊ ೔ຊ国ݑ๏

ྟচ৺ཧ学ᶘ ࣾձతཆޢ内༰ ༮ࣇԻָᶘ ૑࡞ミューδカϧ ӳձ࿩ᶗʢϕーγοクϨϕϧʣ

Ͳも保݈ᶘࢠ 保育૬ஊ支援 ϐΞϊԋ習ᶘ
όリμϯスϨοスϯと
όリౡ༮ஓԂަྲྀ
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

ӳձ࿩ᶘʢΞυόϯスϨϕϧʣ 保育実習ࢦಋ
ʢ1ʙ2೥ܧଓ科目ʣ 保育実習

૬ஊ援ॿ Ͳもの৯とӫཆࢠ ೕࣇ保育 国　ޠ 特別研究
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

国ࡍཧղԋ習
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ 保育実習ࢦಋᶘ 保育実習ᶘ

教育ݪཧ Ոఉ支援࿦ োࣇ֐保育 保育・教৬実ફԋ習
ʢ༮ஓԂʣ ਺　ࢉ 特別研究ᶘ

ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣମ育実ٕᶘ 保育実習ࢦಋᶙ 教育実習
ʢ1ʙ2೥ܧଓ科目ʣ 保育実習ᶙ

1೥

ຊ学の教育 ॻࣸԋ習

国ޠ表ݱ ձ࿩ԋ習

৘ใ࡞ૢثػᶗʢॳڃʣ ৘ใ࡞ૢثػᶘʢதڃʣʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

৘ใ࡞ૢثػᶙ
ʢதڃ習ख़ʣ

生׆教ཆ 生׆と҆શ

保育者࿦ ༮ࣇԻָ Իָԋ習 ඒज़ԋ習

ࣾձ෱ࢱ 保育内༰૯࿦ ϐΞϊԋ習 จ学ԋ習 ৯࠼ԋ習

ࢱಐՈఉ෱ࣇ 保育内༰ࢦಋ๏
ʢਓؒؔ܎ʣ Ϊλーԋ習

όリμϯスϨοスϯと
όリౡ༮ஓԂަྲྀ
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

ঁੑの保݈

保育ݪཧ ൃୡ৺ཧ学 保育内༰ࢦಋ๏ʢڥ؀ʣ ਤը࡞޻ 特別研究
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ国ࡍཧղ࿦

国ࡍཧղԋ習
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣ

ࣾձతཆޢ Ͳもの保݈ࢠ 保育内༰ࢦಋ๏ʢ表ݱʣ ༮ࣇମ育 特別研究ᶘ
ʢ1・2೥生ڞ௨科目ʣମ育講ٛ ମ育実ٕᶗ 保育実習ࢦಋ

ʢ1ʙ2೥ܧଓ科目ʣ
教育実習
ʢ1ʙ2೥ܧଓ科目ʣ




